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(1)新しい時代に求められる資質・ 能力の育成

・ 新たな価値を生み出す豊かな創造性

・ グローバル化の中で多様性を尊重する力 等

・ 開かれた学校づく り（ 地域との連携を図った教育活動 等）

・ 意欲的な活動を支援する条件づく り（ Ｉ ＣＴ 環境の充実

等）

(2)振興計画による取組の推進

・ 教育内容・ 方法の充実（ 学びの場の充実のための

学級編成や、学び直し等の居場所づく り 等）

(1)
全
日
制

普
通
科

①普通科教育について → 魅力ある普通科教育の推進
○ カリキュラム・ マネジメント
・ 生徒一人ひとりの資質・ 能力を伸ばせるような授業改善や教

科のつながりを意識した教育課程を編成する必要がある。

・ 各教科等の見方・ 考え方を働かせた横断的な視点によ

る教育課程の編成と実施、評価、改善を進めるカリキュ

ラム・ マネジメントの充実

○キャリア教育
・ 生徒自らがキャリアをデザインする力の育成に向けた教育課

程を編成する必要がある。

・ キャリアに直結する学校設定科目を開設し、体験的・

課題解決的な授業の実施

○ Ｉ ＣＴ環境の整備
・ 社会の情報化に対応する能力を育成するためのＩ ＣＴ環境を

備える必要がある。

・ 高津高等学校と橘高等学校における無線ＬＡＮ等の

Ｉ ＣＴ環境の計画的な整備

○中学生の普通科志向
・ 近年の中学生の普通科志向に対応する必要がある。 ・ 幸高等学校普通科の２学級募集を３学級募集へ拡大

②中高一貫教育校について → 中高一貫教育校の充実
○ グローバルコミュニケーション力
・ これからの国際社会において、社会課題に対する関心や教

養、コミュニケーション能力等の向上が求められている。

・ 様 な々教科の特色を生かした教育課程の編成や、海外

研修の充実、市のグローバル人財育成事業への積極的な

参加等、グローバルコミュニケーション力の向上等につ

ながる取組の実施

○総合的な探究の時間
・ 課題を発見し、解決していくための資質・ 能力の育成が求め

られている。

・ 横浜国立大学や企業等との連携による外部の知見を活

用した取組の充実及びＩ ＣＴ活用による学習効果の向上

○特色ある中高一貫教育
・ 附属中学校からの進学生徒と高等学校からの入学生徒との間

に、 Ｉ ＣＴ活用の習熟度や学習到達度の差が見られる。

・ 体系・ 継続的な教育活動の更なる推進が求められている。

・ ｢学習指導要領等によらない特別の教育課程｣の編成

・ 川崎高等学校の入学者選抜での普通科の募集を停止

(2)
全
日
制

専
門
学
科

①専門教育について → 進路実現を目指した専門教育
○専門教育
・ 社会の発展を担う人材育成のため、社会や産業の変化に応じ

た専門教育指導が必要であり、各校で改善を図る必要がある。

・ 職業体験の機会を更に得るため、地域や企業、大学等と連携

し、キャリア教育や職業教育の推進を図る必要がある。

・ 時代の変化やニーズに対応した科目構成や内容につい

ての検討・ 改善、社会変化に対応した人材育成の推進

・ インターンシップの積極的な実施及び、実施先や期

間、内容等を検討・ 改善することによる一層の充実

○専門学科離れ
・ 一部の専門学科で定員割れが生じているため、学級編成等に

ついて普通科とのバランスを考慮し検討する必要がある。

・ 幸高等学校ビジネス教養科の４学級募集を３学級募集

へ変更

②専門学科の情報発信について → 特色ある専門学科の情報発信
○情報発信
・ 専門学科離れの課題に対し、専門学科の特色について中学生

や地域に理解を深めてもらう工夫が必要である。

・ 特色ある取組や成果を積極的に紹介するための説明会

や合同発表会等の開催及び内容充実に向けた取組の推進

(3)
定
時
制
課
程

①定時制自立支援について → 定時制自立支援の充実
○自立支援
・ 様々 な課題を抱える生徒の相談や進路指導等の対応、生徒同

士の学び合いの場となる居場所づく りが必要とされている。

・ 中途退学の防止や進路実現に向け、定時制生徒自立支

援事業（ カフェ） の充実及び橘高等学校、川崎総合科学

高等学校への事業の拡大

②定時制における学びについて → 定時制における学びの充実
○学びの充実
・ 課題を抱える生徒への対応、特に外国につながる生徒の日本

語指導の支援が必要であり、学び直しや特別な支援が必要な生

徒等への支援の充実を図る。

・ 始業前や放課後の個別学習等、生徒の学習機会確保の

工夫、日本語指導の必要な生徒に対してのサポートや学

校の支援体制のより一層の充実

○学級編成
・ ニーズの高い昼間部と大幅な定員割れを続けている夜間部の

学級編成についての検討が必要である。

・ 高津高等学校の３学級募集を２学級募集へ変更

・ 川崎高等学校夜間部の募集を停止

・ 川崎高等学校昼間部の２学級募集を４学級募集へ拡大

４ 主な課題と課題解決に向けた考え方

(1)全日制課程

２ 第１次計画の概要及び取組状況

(1)市立高等学校改革推進計画 第１次計画

「 川崎市立高等学校教育振興計画（ 平成15年５月） 」 において示された取組内容のうち「 新しい視点による学校・

学科・ 学系の創造」 を具体的に推進するため「 かわさき教育プラン」 、 「 川崎市新総合計画」 との整合を重視し平成

19年７月に策定。川崎高等学校において併設型の中高一貫教育校、二部制定時制課程の設置等の再編が実施された。

(2)定時制課程

①川崎高等学校
・ 川崎らしい特色をもつ併設型の中高一貫教育校として川崎高等学校附属中学校を平成26年度に開校。

・ 国際都市川崎をリードするたくましい人材の育成を目指し、体系的・ 継続的な教育活動を展開。

(2)高校教育を取り巻く状況

○中央教育審議会初等中等教育分科会高等学校教育部会「 審議のまとめ」 （ 平成26年６月） より
・ 「 共通性の確保」 ： 学び直しの充実、自己評価の充実、基礎学力の確実な習得 等

・ 「 多様化への対応」 ： キャリア教育・ 職業教育の推進、優れた才能や個性を伸ばす学習の機会の提供、

グローバル人材の育成、Ｉ ＣＴ教育の推進 等

○教育再生実行会議による第11次提言（ 令和元年５月） より
・ Soci ety5. 0を生き抜くための力や生徒一人ひとりが能動的に学ぶ姿勢を共通的に身に付けさせる。

・ 将来、世界を牽引する研究者や幅広い分野で新しい価値を提供できる人材となるための力を育む。

・ 「 総合的な探究の時間」 や「 理数探究」 等における問題発見・ 解決的な学習活動の充実を図る。

○ その他
・ 川崎市持続可能な開発目標（ SDGs） 推進方針の策定。（ 平成31年２月）

・ I CT環境は新たな学びの基盤として不可欠なものであり、学習者用コンピュータの整備が必要。

②幸高等学校（ 商業高等学校）
・ 平成22年度から商業科・ 情報処理科・ 国際ビジネス科の３科をビジネス教養科の１科に統合。

・ 平成29年度から普通科を設置し、校名を「 幸高等学校」 と変更。

①川崎高等学校
・ 平成26年度から二部制定時制として普通科昼間部を

設置。

・ キャリア教育の推進に向けた指導と支援を実施。

④橘高等学校
・ 平成25年度から三年制

課程を廃止、四年制課程

のみとし三修制コースの

選択を可能とする。

１ 第２次計画策定に向けて

市立高等学校改革推進計画第２次計画（ 案）

⑤高津高等学校
・ 平成29年９月から

キャリア教育の推進

に向けた指導と支援

を実施。

〔 概要版〕

資料１
３ 第２次計画策定に向けた基本的な考え方

③川崎総合科学高等学校
・ 工業系５学科と理数系１学

科の計６学科で構成され、

特色ある教育活動を展開。

②幸高等学校（ 商業高等学校）
・ 平成26年度から普通科の募集を停止。

・ 平成29年度から商業科を川崎総合科学高等学校

定時制課程へ移行。

③川崎総合科学高等学校
・ 平成26年度から２つの学科（ 電気・ 電子科、

機械科） をクリエイト工学科に統合。

・ 平成29年度に商業科を商業高等学校定時制

から移行。

④橘高等学校
・ 普通科５学級、スポーツ科

１学級、国際科１学級で構

成され、特色ある教育活動

を展開。

⑤高津高等学校
・ 多様なニーズに対応できるよう進路別のカリ

キュラムで教育活動を展開。令和元年度から

ＢＹＯＤ方式による一人１台のＰＣを活用し

た学習等を導入。

(4)市立高等学校改革推進計画 第２次計画 の策定

社会状況の変化に対応するとともに、振興計画で示された取組「 教育内容・ 方法の充実」 、 「 開かれた学校づく

り」 、「 意欲的な活動を支援する条件づく り」 の着実な推進を図るため第２次計画を策定する。

各校が特色ある教育を進め、多様な学習ニーズに対応するとともに環境の変化を踏まえながら、さらに魅力ある市

立高等学校の創出を図る。

(3)計画の取組期間： 令和２年度から概ね10年間

・ 取組の実施状況や社会情勢の変化等を踏まえ、本市総合計画

やかわさき教育プランの点検・ 評価及び実施計画策定作業の

中で検証・ 見直しを行う。

５ 第２次計画の取組

(3)長期保全計画の策定

第１次計画において、高津高等学校の改築に合わせて第２次計画を策定する予定であったが、長期保全計画に基づ

く取組により、当面は改築を行わず、改修による再生整備と予防保全を基本として長寿命化を図ることとなった。
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【 計画のスケジュール】

【 市立高等学校の再編等の方針（ イメージ図） 】

Ｒ１年度 Ｒ２年度 Ｒ３年度 Ｒ４年度 Ｒ５年度 Ｒ６年度～

定
時
制

課
程

① 定時制生徒自立支援
の充実

生徒自立支援事業(カフェ)の充実、拡大

② 定時制における学び
の充実

生徒の学習機会の確保

日本語指導や特別な支援が必要な
生徒へのサポートの整備

学級編成等

① 進路実現を目指した
専門教育

各教科の科目構成や内容の改善
全

日
制

専
門
学

科

キャリア教育、インターンシップの

推進・ 充実

学級編成等

② 特色ある専門学科
の情報発信

学科説明会等の開催

取組の概要

全
日
制

普

通
科

① 魅力ある普通科教育
の推進

カリキュラム・ マネジメント 、

キャリア教育の推進・ 充実

Ｉ ＣＴ 環境の整備

学級編成等

② 中高一貫教育校
の充実

グローバルコミュニケーショ ン力の向上

総合的な探究の時間の充実

特色ある中高一貫教育の推進

高津： カリキュラム検討・ 準備 高津： カリキュラム実施 幸、橘： 取組の検討・ 準備 幸、橘： 取組の開始

高津： BYOD試行運用 （ 実施順序） 高津→橘： 無線LAN環境等の整備

川崎： 取組の検討 川崎： 検討結果を踏まえた取組の実施

川崎： 「 学習指導要領等によらない特別の教育課程」 の編成・ 実施

幸、総合科学等： 検討・ 準備 幸、総合科学等： インターンシップの充実を踏まえたカリキュラムの推進

全校： 日本語指導

非常勤講師の配置

全校： 説明会等の充実に向けた検討・ 準備

全校： 合同発表会等の取組の実施

全校： 日本語指導非常勤の配置の充実

全校： 検討結果に基づく取組の実施

川崎(夜間部)： 募集停止

橘： 定時制生徒自立支援事業実施
川崎総合科学： 定時制生徒自立支援事業実施

※社会状況の変化等でスケジュールは見直す場合があります。
新学習指導要領実施

遠隔教育や市立高校間のネットワーク活用を念頭に試験的な取組を検討

幸(普通科)： ２学級→ ３学級募集

川崎： 取組の検討

幸、総合科学等：

科目構成・ 内容等の検討

全校： 検討・ 準備

幸(ビジネス教養科)： ４学級→ ３学級募集

取組の検証・ 改善

取組の検証・ 改善

取組の検証・ 改善

生徒数・ 進路希望に

応じて検討・ 対応

取組の検証・ 改善

生徒数・ 進路希望に

応じて検討・ 対応

高津： カリキュラム公表

募集学級数

の公表

川崎： 検討結果に基づく取組の充実

募集学級数

の公表 川崎(普通科)： 募集停止

募集学級数

の公表

幸、総合科学等： 科目構成・ 内容等の改善

川崎、高津： 事業の実施 川崎、高津： 事業の充実

全校： 始業前、放課後等を利用した学習機会の確保

教育委員会： 特別な支援に関する検討

募集学級数

の公表

取組の検証・ 改善

高津： ３学級→ ２学級募集
(昼間部)： ２学級→ ４学級募集

幸、総合科学等：

カリキュラム公表

川崎： 特別の

教育課程の検討

取組の検証・ 改善

幸、総合科学等：

カリキュラム公表

全校： 合同発表会等の実施に向けた検討・ 準備

検討結果を踏まえた取組の実施

【 参考： 市立高等学校教育振興計画体系図】

学校名 課　程 学校名 課　程 学校名 課　程 変更点

川崎高校 全日制（ 学年制）

④普通科
① ①　生活科学科 　福祉科

川崎高校
③ )(中学

全日制（ 学年制）

④　普通科
① ①生活科学科 　福祉科

川崎高校
③ )(中学

全日制（ 学年制）
　普通科③

① ①生活科学科 　福祉科

高等学校で実施していた
普通科の選抜募集を停止

定時制（ 学年制）

②普通科四年制

(二部制) 定時制（ 学年制）
普通科四年制④

(昼間部) 定時制（ 学年制）
普通科四年制④

夜間部の２学級募集を停止
昼間部の募集を４学級に拡大

商業高校 全日制（ 学年制）

③ ②商業科 　情報処理科

①　国際ビジネス科

幸高校 全日制（ 学年制）

②普通科

④　 ビジネス教養科

幸高校 全日制（ 学年制）
普通科③
　 ビジネス教養科③

定時制（ 学年制）

① ①　普通科四年制 　商業科

川崎総合
科学高校

全日制（ 学年制）

① ①　情報工学科 　総合電気科

① ①　電子機械科 　建設工学科

① ①　 デザイン科 　科学科

川崎総合
科学高校

全日制（ 学年制）

① ①　情報工学科 　総合電気科

① ①　電子機械科 　建設工学科

① ①　 デザイン科 　科学科

川崎総合
科学高校

全日制（ 学年制）

① ①　情報工学科 　総合電気科

① ①　電子機械科 　建設工学科

① ①　 デザイン科 　科学科

定時制（ 学年制）

① ①電気/電子科 　機械科
定時制（ 学年制）

① ①　 ｸﾘｴｲﾄ工学科 　商業科
定時制（ 学年制）

① ①　 ｸﾘｴｲﾄ工学科 　商業科

橘高校 全日制（ 学年制）

④　普通科

① ①　 スポーツ科 　国際科

橘高校 全日制（ 学年制）

⑤　普通科

① ①　 スポーツ科 　国際科

橘高校 全日制（ 学年制）

⑤　普通科

① ①　 スポーツ科 　国際科

定時制（ 学年制）

① ①　普通科三年制 　普通科四年制
定時制（ 学年制）

②　普通科四年制
定時制（ 学年制）

②　普通科四年制

高津高校
全日制（ 学年制）

⑥　普通科

高津高校
全日制（ 学年制）

⑦　普通科

高津高校
全日制（ 学年制）

⑦　普通科

定時制（ 学年制）

③　普通科四年制
定時制（ 学年制）

③　普通科四年制
定時制（ 学年制）
　普通科四年制②

定時制の３学級募集を
２学級募集に変更

※ ○ 数字は学級数 ※網掛けは変更部分 ※網掛けは変更予定

第１次計画策定前 第１次計画策定後（ 現在） 第２次計画

普通科の２学級募集を

３学級募集に拡大
ビジネス教養科の４学級募集を

３学級募集に変更

※募集定員、学級数については
教育委員会議で正式決定

市立高等学校の再編等の方針（ イメージ図） 及び計画のスケジュール

(1)川崎市立高等学校における教育課題についてのこれまでの研究・

検討の成果や提言に基づく高等学校の構築

(2)地域に根づいた高等学校の創造

２ 充実・ 発展に向けて取り組む内容

１ 基本的な考え方

①一人一人を大切にした
教育の推進

②新しい時代に生きる力
の育成

③学びの場の充実

① 全日制課程における新し
い視点による学校・ 学科

・ 学系の創造

② 定時制課程における新し
い視点による学校・ 学科

・ 学系の創造

①家庭・ 地域社会との連携
②生徒の人権を基本に据え
た学校づく り

③小学校・ 中学校との連携

(1)生徒の可能性

を伸ばすための

教育内容や教育

方法の充実

(3)新しい視点に

よる学校・ 学科
・ 学系の創造

① 入学者選抜方法の検討
② 市立高等学校通学区域
（ 学区） の見直し

③ 転入学・ 編入学などの
弾力化

(2)開かれた高等

学校づく りの

推進

(4)入学選抜方法

および通学区域

（ 学区） などの

検討

① 教職員の研究・ 研修の充実
② 教職員配置の検討
③ 施設・ 配備の充実

川崎市立高等学校教育振興計画（ 概要）
川崎市立高等学校の充実・ 発展をめざして

(5)生徒の意欲的な活動を支援する条件づく り



市立高等学校改革推進計画第２次計画（案）に関する意見募集について

■―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――■

川崎市教育委員会では、「 川崎市立高等学校教育振興計画（ 平成15 年5 月）」 に基づき、平成

19年7月に「 市立高等学校改革推進計画 第１次計画」 を策定し、社会状況の変化や教育へのニ

ーズに対応しながら、市立高等学校の再編等に取り組んでまいりました。

第１次計画の策定から概ね１０年が経過し、グローバル化や情報化の進展など社会が急速に変

化する中、高等学校教育におきましても、新しい時代・ 社会に必要となる力の育成が求められて

います。

このような状況の変化を踏まえ、より魅力ある本市の高等学校教育の推進を図るにあたり、こ

の度「 市立高等学校改革推進計画第２次計画（ 案）」 を取りまとめましたので、市民の皆様から

御意見を募集いたします。

■―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――■

１ 意見募集期間

令和元（ 2019） 年11月25日（ 月） ～令和元（ 2019） 年12月24日（ 火）

※郵送の場合は当日消印有効です。
※持参の場合は令和元（ 2019） 年12月24日（ 火） 午後5時15分までとします。

２ 資料の閲覧場所

(1) 各区役所、支所、出張所（ 市政資料コーナー）

(2) かわさき情報プラザ（ 市役所第３庁舎２階）

(3) 教育文化会館・ 各市民館、各図書館、各市民館・ 図書館分館

(4) 教育委員会事務局学校教育部指導課（ 明治安田生命川崎ビル4階）

※川崎市公式ホームページからも御覧いただけます。

３ 意見書の提出方法

御意見、住所、氏名（ 団体の場合は、名称及び代表者の氏名） 及び電話番号を明記の上、次

の方法により、教育委員会事務局学校教育部指導課あてに御意見をお寄せください。

(1) 電子メール（ ホームページ上のフォームメール）

川崎市ホームページの「 意見公募（ パブリックコメント ）」 にアクセスし、専用フォームメ

ールを御利用ください。

(2) 郵送・ 持参

〒210-0004川崎市川崎区宮本町６番地（ 明治安田生命川崎ビル４階）

川崎市教育委員会事務局学校教育部指導課 あて

(3) ファックス

ファックス番号 ０４４－２００－２８５３

※電話や来庁による口頭での御意見は受け付けていませんので、御了承ください。

４ その他

(1) 意見書の住所、氏名及び電話番号は、意見の内容を確認させていただく場合があるため、

記載をお願いするものです。他の目的には使用せず、適切に管理いたします。

(2) お寄せいただいた御意見は、個人情報を除き類似の内容を整理又は要約した上で、御意見

とそれに対する本市の考え方を取りまとめてホームページ上等で公表する予定です。

(3) お寄せいただいた御意見に対する個別の回答はいたしませんので御了承ください。

５ 問合せ先

川崎市教育委員会事務局学校教育部指導課

電 話 ０４４－２００－３０６７

ファックス ０４４－２００－２８５３

資料２


